
ラ トナ ー カ ラ シ ャー ン テ ィの 菩 行 道

Prajnaparamitopadesa にお け る

早 島 理

イ ンド大乗仏教思想史 の最後期に属する代表的 な仏教哲 学者 の一人 ラ トナーカ

ラシャー ンティ (Ratnakarasanti, 10～11th., 以 下 ラ トナーカ ラと略)は, その 主

著 「般若波羅蜜多論 (Prajna-Paramita-Upadesa, 以 下PPUと 略)」 にお いて彼

の菩薩道 ともい うべき瞑想の四階梯 を展開 している。 この瞑想 の四階梯 の内容お

よび この瞑想 の階梯 と三性説 との関連性 を以下 に考察 してみ よう。

ラ トナーカ ラはPPUに お い て仏教の真理 を, 聞 ・思 ・修 の三慧お よび尽所有

(yavadbhavika)・ 如 所有 (yathavadbhavika)1)と か ら探求 し, 最 終的 に 「瞑想の四

階梯」 に要約 してい る2)。 この要約 に先立つて アーガマ (教証) と して 「樗伽経」

第X章256～258の 著 名 な三偶 が引用 されてい る こと は周 知 の と う りで あ る。

PPUの エ ッセ ンス ともい うべ きこの瞑 想の四階梯 の概要 は以下の如 くである3)。

(I) ＊Yavadbhavikalambana-yogabhumi (あ らん限 りの ものを瞑想 の対 象 と

す る段階)

この世界の あらゆ る存在 は五纏 ・十二処 ・十八界 のみであ り, それ以外 に, た と

えばアー トマ ンの如 き絶対者 ・自律的普遍的存在者 は何 ら存在 しない と観察 する。

(H) ＊Yathavadbhavikaclttamatraiambana-yogabhumi (唯 心 を瞑想 の対 象 と

す る段階)

先 に観察 した五纏 ・十二処 ・十八界 などの諸存在 も実 は名 称 のみ (namamatra)

で あ り, 名 称 に対応 す る何 らかの実在が外界 に存在 す るのではな く, この世界 は

ただただ心のみの ものであると観察す る。

(皿) ＊Yathavadbhavikasarvadharmatathatalambana-yogabhumi (真 如 を 瞑想

の対象 とす る段階)

この世界 は心 のみ ・表象 のみ であ り, そ の唯一の心のなかにあ らわれて来 る様 々

な もの, 身体 ・樹木 ・家 ・河 ・海 などなどはすべて虚偽 な る形 象 (alikakara) で

あ る。 したがつてそれ ら虚偽な る形象の顕現を滅 すれば, それ を認識 す る心その

もの も必然 的に消滅す ると観察す る。

(W) ＊Analambana-yogabhumi (対象 のない段階)
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(58) ラトナーカラシャーンティの菩薩道 (早 島)

虚偽なる形象も顕現せず, 唯心とい う想いすらも消滅 し, 瞑想の対象は何 ら存在

しない無顕現の境地である。

さらに, ラトナーカラはこれ ら瞑想の四階梯における止観の修習を くり返 しく

り返し強調する。すなわち, 止 ・観 ・止観双運の三段階よりなる三昧が各階梯に

おける具体的な実践内容なのである。かように各々の階梯における三昧 ・瞑想の

内容は詳細に説かれている。それでは, ここなる階梯からより高位の階梯への悟

入-瞑 想 の四階梯 に応 じて悟入は三種 である を, あ るい は瞑想の階梯 その

ものを成立せ しめてい る理論的基盤 は どのよ うに考 え られ てい るのであろ うか。

これ ら瞑想 の四階梯 の論述 において, 悟 入 の根拠 その ものは直接には何 ら言及

されていない。 た とえば, 第 一の悟 入 (yavadbhavikalambana⇒cittamatralambana)

に お いて, 五 纏 ・十二処 ・十八界のみ と観察 された この世界が そのまま心のみに

す きない ことを了得す る次第 に関 してはただ次のよ うに説 かれてい る。

〔物質 (rupa) とい う〕名称そのままに対象が存在するのではないから物質は名称 のみ

のものであ り,〔物質が〕対象として 〔外界に〕実在するのではない4)。

さらに ラ トナーカラはい う。

偶然に名称を 〔対象に〕結びつけているのであり, 言語設定された 〔存在(prajnapti)

にす ぎない〕対象は,〔 実は〕心のみのものであり, 心 とは別に客体なる何らの対象 も

存在しない。それら種々のものは言語表現を超え, 主体 ・客体 (grahyagrahaka) を離

れた心のみのものとして確定 され, 言葉の仮構 (manolalpa) すべてを滅している5)。

この ように五纏 ・十二処 ・十 八界 などのあ らゆ る存在 は名称 を もつて分別 ・構想

された存在 であ り, 名 称 に対応 した対象が実在す るのではない。 さらに外界 の存

在 とは単 に言語的 ・概念的 に仮構 された対象 (grahya) で し かあ りえな い。 そ れ

ゆえ仮構 された対象 も, また対象を名づけ概念化す る主体 (grahaka) も と もに非

実在で あ り, この世界 はただただ心のみの ものであると了悟す ること, そ れが唯

心への悟入 である といえよ う。

この悟入 の次第 とその根拠 となる考 え方が瞑想 の四階梯 に先立つ箇所で, よ り

論 理的に叙 述 され ている。

……それゆえにあらゆる存在は心のみ, 知識のみ, 顕現のみで あるか ら, 知識 の対象

(grahya) として外界存在 (bahyartha) は存在せず, したがつて知識 もまた認識 主体

(grahaka) として存在 しない。これら 〔grahya-grahaka〕 の二は言葉の仮構にすぎず,

それゆえあらゆる存在は仮構 されたあり方を本質とす る存在 (parikalpitasvabhava 遍

計所執性) である6)。
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ラ トナーカラ自身が瞑想 の四階梯 の論述 に際 して三性説や三性の個 々の名称 を用

い ることは一度 もない。 しかし上述の如 く, この第 一の悟入 は三性説 に, 個 別 的

には遍計所執性 に依拠 した もの と見なす ことができよ う。唯心への悟入 とは, こ

の世界が遍計 ・構想 された世界 であることへ の自覚 であ り, こ の世界 は外界に実

在す ると思 い込 まれた存在 と思 い込 む作 用, 対 象 と名称 とい う, い わ ば概念 的な

主体客体 (grahya-grahaka) 関 係 の うえに仮に成 り立つている, と 了得す るこ と

に他 な らないのである。

第二の悟入 (cittamatralambana⇒tathatalambana) につ いて も, 同 じ く三 性説,

個 別的 には依他起性がその理論 的基盤 になつていると考 え られ る。 この真如への

悟入 は瞑想の階梯 においては次の よ うに説 かれている。

「これは物質である」乃至 「一切法である」とい う名称としての顕現, 対象としての顕

現……そ れら 〔の顕現〕は迷乱 〔知〕の対象であるから迷乱の姿をしてお り, 言葉の虚

構 (prapanca) の姿 をしてお り, 顛倒したものである。……こ の顕現は……虚妄なる顕

現である。このように, この顕現はある限 りその限 りにおいて迷乱である。なんとなれ

ば虚妄なるものを見て勝義を見ていないからである7)。

このよ うに, 唯 一 の心, 表 象のみの世界 が迷乱知 とい う知識 (圭体 grahaka) とそ

の対象 (客体 grahya) とに分離 し, と もに虚妄 な, 虚 偽な る迷乱 した形象 (akara)

と し て顕現す るのであ る。 それが我 々凡夫 には この種 々雑多な世 界 として あらわ

れ て来 るので ある。 これ ら虚妄 なる顕現 とその排斥 とに関す るより論理的な記述

は, 第 一 の悟入 と同 じ く, この第二の悟入に先 立つてす でに述べ られている。

〔これらの諸存在は〕どこに構想されるのか, といえば 〔外界の〕対象が存在 しないに

もかかわらず, 遍 計所執性に対する執着の潜在印象から生じ, 対象であるかの如 くに顕

現する虚妄なる分別 (abhutaparikalpa) の うちに構想 され る。この虚 妄 なる分別 は

〔あらゆる〕存在の, 他 への依存を本質とする存在 (paratantrasvabhava, 依他起性) に

して, 迷乱 したものであり, 倒錯したものであり, 誤つた知識で もある。 〔虚妄なる分

別の うちに顕現す る〕主観客観の形象 (grahyagrahakakara) は迷乱したものであり,

錯乱のみのものとして顕現しているから虚妄である8)。

このよ うに第二の悟入 とは, 唯 一 の心 に顕現す る迷乱知 とその対象 との二つの形

象 を, と もに虚妄 なるが故 に否定す ることである。 その場合 この主観客観 として

顕現す る虚偽 な る形象が排除 されて も, そ の二 が顕現 して来 るところの虚妄 なる

分別, 依 他起 性その ものは, 二 なる形象が顕現 す る根拠 として否定尽 くされず,

な お あまれ るもの としてそ こにある。 あたか も夢 の内容 が実在 として否定 されて

も夢 を見 た事実 は否定 し得 ない よ うに。 このよ うに, 虚 偽な る顕現 とその否定 と
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か らな る第二 の悟入 も, 虚妄 な る分別 ・依他起性 を, す なわち三性説 を根拠 とし

て成立 してい ると考え られるのである。

同様の ことは第 三の悟入 (tathatalalnbana⇒analambana) に関 して も成立 す るの

で ある。 この悟入 の基底 をなしてい るのが完成 された あ り方 を本 質 とす る存 在

(parinispannasvabhava, 円成実性) で あ ることは言を待 たないで あ ろ う。紙 面 の制

約上詳細 な論証 は省略せ ざるを得ないが, ラ トナーカ ラは瞑想の第 四階梯 につい

て次のよ うにい う。

あらゆる存在は空性であるから 〔瞑想の〕対象として 〔すら〕存在せず, まつた く無顕

現 (anabhasa) であ り, 何 ら汚れなく, 究極にして虚空の如く顕現 し, 出世間智であ

る9)。

そ して, この無顕現 なる出世間智 は,

この 〔出世間智〕は, 迷乱せず, 倒錯せず, 不変化であるという点で, 円満な完成され

たものであるから, 完成されたあり方を本質とする存在(円 成実性)で ある10)。

と述べ られてお り,

たれであれ, 熱心に長時間修行して修行の究極にいたれば, あ りありと光 り輝 くものが

ある11)。

と説 かれてい るように, 光 り輝 く境地 こそ この瞑想 の四階梯 の最終到達 階位-

円成実性の世界 に他 な らない のである。

これ までの論述 で明 らかなよ うに, ラ トナーカ ラは瞑想の四階梯 を説 くにあた

つて三性説 を直接 に論 じることはない。 けれ ども, こ こなる階梯 か らよ り高位の

階梯 への三種 の悟入 は明白に三性説 がその論理 的基盤 として成立 してお り, それ

ゆ えこの瞑想 の四階梯 も三性説に支 え られた ものである。 そ して, この三性説 を

基盤 に成立 してい る瞑想の階梯 こそ ラ トナーカラの修行道なのである12)。

1) yavadbhavika, yathavadbhavika に関 し て は長 尾雅 人 「申観 哲 学 の 根 本 的 立 場 」

(「哲 学 研 究 」vol. 31, No.11) 参 照。2) PPUの シ ノ プ シ ス につ い て は桂 紹 隆 「A

Synopsis of the Prajnaparamitopade6a」(「 印 仏 研 」vol. 25, No.1) 参 照。3) P.

177a～181a, D.156a～159a参 照。4) PPU, P. 178b1, D157a3. なおPPUの 翻 訳 は

京 都 産 業大 学助 教 授 一郷 正 道 氏, 広 島大 学 講 師桂 紹 隆氏 らを 中心 とす る研 究 会 の 成果

で あ る。 た だ し訳 語 の 選 定 な どの責 任 は す べ て筆 者 に あ る。5) PPU, P.178b4～6,

D. 157a5-7. 6) PPU, P. 161a5-r6, D. 142a7-b1 7) PPU, P. 179a3-7, D.
157b4 70 8) PPU, P. 161a6-b1, D. 142b1-3, 9) PPU, P. 169b6-8, D. 149b7

150a10 10) PPU, P. 161b3-4, D. 142b4-6, 11) PPU, P. 169b4-5, D. 149b5-60

12) な お, ラ トナ ー カ ラ と初 期 喩 伽 行 唯識 思 想 や後 期 中観 派(シ ャー ンタ ラ ク シ タ, カ

マ ラ シ ー ラ な ど) と の関 連 性 につ い て は稿 を改 め て論 じる予 定 で あ る。
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